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はじめに 

先天性腸閉鎖は、腸のいずれかの部位が閉鎖す

る奇形であり、宮崎大学 村上らの報告 1)では、

直腸肛門奇形、結腸閉鎖の順に発生するとされて

いる。腸閉鎖の発生率は、牛全体では2.18%であ

るのに対して、ホルスタイン種では5.01%と高く、

その中でも結腸閉鎖の発生率が高くなっている。

発生原因は、ホルスタイン種では遺伝性疾患であ

るブラキスパイナが報告 2)されている。また、人

為的要因には、胎齢42日以内の胎膜触診による妊

娠鑑定がある。これは、器官形成期である妊娠36

日～42日に胎膜触診を行う際に、羊膜血管の損傷

が起こると、腸の形成が阻害されて腸閉鎖が発生

するとされている。4) 

 今回、管内の一酪農場で先天性腸閉鎖の連続多

発事例に遭遇したので、その概要を報告する。 

 

病性鑑定 

１ 発生状況 

発生農場は乳用牛250頭を飼育し、牛舎はフリ

ーストール牛舎であった。平成27年9月に同牧場

の管理獣医師から、4頭の新生子牛が肛門の形成

はあるが生後一度も排便がなく、腸閉鎖を疑うと

の稟告で病性鑑定依頼があった。症例は2日齢と

6日齢の交雑種（Ｆ１）のオス3頭、メス1頭で、

母牛は全てホルスタイン種、父牛は同一の黒毛和

種であり、母牛の産歴は2～3産目であった。 

２ 検査成績 

4頭の臨床症状は起立困難と元気消失で、まだ

腹部の膨満は目立っていなかった。 

 解剖所見は全頭共通であった。盲腸と結腸は膨

満し、結腸は回盲部から70cm下流で盲端となり、

円盤結腸や近位、遠位ワナは欠損した。また、直

腸から結腸遠位側の盲端まで50㎝であった。それ

ぞれの結腸盲端は結合織内に終わり、盲端同士は

接続していなかった。（図1） 

 Gaagらによる動物における腸閉鎖の分類 3)では、

タイプ1は膜等の隔壁で閉鎖するもの、タイプ2

は盲端が線維や筋様組織で接続するもの、タイプ

3は盲端が離れているもの3型に分類される。 本

例における4頭は全てタイプ3の盲端型の結腸閉

鎖に分類された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結腸閉鎖以外では、症例①③④の3例に動脈管

開存の心奇形が確認された。 

4頭の品種はＦ１であり、妊娠鑑定時の胎齢は

35～36日であったことから、先天性結腸閉鎖の原

図1 解剖所見 

表1 病性鑑定のまとめ



因は遺伝性疾患とは考えられず、早期妊娠鑑定に

よる人為的な要因であると考えられた。（表１） 

 

３ 疫学調査 

畜主から聴取りによる疫学調査を行ったところ、 

人工授精師である畜主が、人工授精と胎齢35日か

らの妊娠鑑定を実施していた。系列牧場で、以前

から早期妊娠鑑定が実施され、その技術は、平成

23年にこの系列牧場の管理獣医師から畜主が技

術習得して開始していた。また、後継牛の大半は

この系列牧場から初妊牛で導入していた。近年の

飼養管理に関する大きな変更はなく、平成27年7

月からは妊娠鑑定を42日以降に変更していた。 

 

分娩状況調査 

同酪農場における早期妊娠鑑定の影響を調べる

目的で平成23～28年10月の期間の分娩状況を調

査した。分娩頭数は6年間で1,137頭であり、受

精精液はホルスタイン種が41頭のみで、その他は

黒毛和種によるＦ１であった。 

腸閉鎖の発生は、6年間で31頭、2.7%で、その

中でも平成27年が18頭、8.9%と多発していた。

性別では、平成27年のみが雄で明らかに多い結果

であった。(表2)腸閉鎖子牛が受けた妊娠鑑定時

の胎齢は、胎齢35～36日での発生が大半を占めて

いた。（表3）月別に見た腸閉鎖子牛の発生状況

では、平成27年はほぼ年間を通して発生していた

が、その他の年では分娩頭数が多い時期に発生し

ていた。（表4）母牛の産次別にみた腸閉鎖子牛

の発生状況では、分娩頭数の多い2～3産目に多く

発生していた。一方、系列牧場で妊娠鑑定を受け

て当該牧場に導入された初妊牛での発生は確認さ

れなかった。（表5） 

また、腸閉鎖子牛の発生以外に流産等の影響を確

認するため、各年の分娩間隔を比較したが、大き

な変動は見られなかった。（表6） 

腸閉鎖子牛の発生と妊娠鑑定の関係を図2に示

した。早期妊娠鑑定は平成27年6月末まで実施さ

れ、7月以降は胎齢42日以降に変更されていた。 

 従って、平成27年6月末に胎齢35日で、妊娠

鑑定を受けた母牛は、平成28年2月末に腸閉鎖子

牛が発生する可能性がある。実際には、平成28

年は1月に1頭の発生が確認されたが、その後は

新たな発生は確認されなかった。（図2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2 腸閉鎖子牛の発生

表3 腸閉鎖子牛の妊娠鑑定胎齢 

表4 腸閉鎖子牛の発生状況（月別） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

同牧場で、連続多発した腸閉鎖子牛の品種は全

てＦ１であったことから、ホルスタイン種で報告

のある遺伝性疾患とは考えられなかった。さらに、

腸閉鎖子牛は胎齢35～39日に妊娠鑑定を実施さ

れていたこと、妊娠鑑定の胎齢を42日以降に変更

してからは発生がないことから、先天性腸閉鎖の

原因は、早期妊娠鑑定技術の不備であると考えら

れた。 

今後は、腸閉鎖症例の病性鑑定時には、遺伝的

要因だけでなく、早期妊娠鑑定技術の不備による

影響を疑う必要があり、母牛の妊娠鑑定胎齢や手

法を確認する必要があると考えられた。 
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表5 腸閉鎖子牛の発生状況（産次別） 

図2 腸閉鎖子牛の発生と妊娠鑑定 

表6 腸閉鎖子牛の発生と分娩間隔 


